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正月の松飾りが残る時期に，この編集後記を執筆しておりま

す．グローバル化がしきりと強調される今日この頃です．わが

国でも，クリスマスのみならずハロウィンなどの西洋の風習が，

日常的に違和感なく語られるようになっています．確かに，文

化・風習の融合は日々進んでいて，国と国，あるいは地域と地域

の垣根も，だんだんと低くなってきていることを実感します．

ただ，風土に根差した感性というものは，そう簡単には薄れな

いようで，日本の年末年始は，やはり，除夜の鐘，初詣，門松と

こなければ，しっくりとはきません．

話を脊椎外科関連の国際学会に移します．それは，異なる文

化・風土を背景にもつ医療関係者が世界各国から集まり，脊椎

外科という共通のテーマについて，科学としての共通の尺度で

議論する場です．ところが，実際に出席してみると，国・地域ご

とに医療に関する風土が違う，ということを強く感じます．

私は以前から「わが国の脊椎外科」は，欧米，ことさら米国の

それとは少なからず異なる，ということを口にしてきました．

特に，頸椎外科の領域では，違いが顕著であるように思います．

その代表的なものが「頸椎症の神経症候学」に対する向き合い

方の違いではないでしょうか．

Cervical Spine Research Society を例に挙げます．この学会

は伝統と権威があり，世界各国の頸椎外科医が数多く集まりま

す．私も 10 年以上前から毎年参加していますが，米国からの発

表に対して，しばしば違和感を覚えることがあります．それは，

myeloradiculopathy と診断されている患者が非常に多いこと

と，それに対して異議を唱える米国の脊椎外科医がほとんどい

ないことです．脊髄症と神経根症が同じ患者さんで現れること

は，もちろんありますが，そう頻度の多いものではありません．

日本の脊椎外科医であれば，頸椎症患者の上肢症状が，髄節由

来なのか，それとも神経根由来なのかを鑑別することの重要性

を理解しているでしょうし，安易に myeloradiculopathy という

診断を下すことはないでしょう．「頸椎症の神経症候学」を真剣

に考えることで，患者さん個々の病態を的確に捉えることがで

き，最良の治療法・術式を選択することができます．新しい治

療法・手術法の開発にもつながるでしょう．

さて，本号の特集に掲載されている 8編の論文を拝読いたしま

した．いずれにも，著者の先生方が患者さんを詳細に診察した

うえで導き出した新しい発見が論述されています．治療法・手

術法を選択する際に，脊椎外科医が迷う「特殊な神経症候学」と

いうものが少なからずあります．本特集では「ここが知りたい」

と思うところを選りすぐって，編集していただきました．読後

の感想として，勉強になったと実感いたしました．（山崎正志）
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